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WRRに会員の論文が掲載されました�

Wound Repair and Regeneration オンラインジャーナルのお知らせ�

第30回日本創傷治癒学会において発表された2論文がWound Repair and 
Regeneration のVolume 9 No.6に掲載されました。論文名、著者は下記の通りです。�
事務局に論文原稿をご送付いただければ、英文校正を事務局でさせていただきます。
事務局で英文校正費を負担し、推薦状をつけて米国に送らせていただきます。�
投稿規定に関しては、巻頭に掲載されております INFORMATION FOR 
AUTHORS をご参照ください。�
会員の皆様の論文投稿をお待ちしております。�

１． 赤坂 喜清先生 東邦大学医学部第二病理学教室�
DETECTION OF APOPTOSIS IN KELOIDS AND A COMPARATIVE 
STUDY ON APOPTOSIS BETWEEN KELOIDS, HYPERTROPHIC SCARS, 
NORMAL HEALED FLAT SCARS, AND DERMATOFIBROMA�
（P. 501～506）�

２． 石原雅之先生 防衛医科大学校研究センター医療工学部門�
ACCELERATION OF WOUND CONTRACTION AND HEALING WITH A　
PHOTOCROSSLINKABLE CHITOSAN HYDROGEL�
（P. 513～521）�

日本創傷治癒学会はBlackwell Publishingの協力により、会員にはWound 
Repair and Regenerationの全論文をBlackwell Synergy上でご覧いただける
ようオンライン化しました。現在1999年以降に発行された論文がオンライン上で
ご利用可能ですので、是非お試しください。�
�
最初にStep1、Step2の順で登録手続きに伴う入力作業が必要になりますが、2回
目からはStep3の方法で閲覧できます。�
Synergyご登録後もWound Repair and Regenerationの印刷紙面版は従来通
りお手元に届きます。�

１．オンライン閲覧にあたり、まず、個人登録が必要です。�

http://www.blackwell-synergy.comのアドレスを入力すると、Homeの画面が

出ます。右上のRegister をクリックし、Registration の画面を出します。メッセー

ジにしたがい個人登録を完了してください。*印の項目には回答する必要があります。

ここで登録するUsername とPasswordは会員個人でご自由に設定していただい

て結構です。しかし、以降のご利用時には常に必要となりますので、入力されたUser-

nameとPasswordは控えをとって覚えておいてください。登録必要事項入力の後、

一番下にある“Register”をクリックしてください。�

２．右上のMy Synergyをクリックしてください。そこで最初に登録したUsername

とPasswordを入力し、Loginをクリックされますと、それぞれの会員のHome-

pageが開きます。�

Synergyサービスへの新規登録�



問 合 先�

１． ここからは会員だけの特別登録です。この登録は一度だけ手続きをしてください。�

 My Synergy　のページに出ている“Access”をクリックしてください。�

 画面の下段の“Offer Codes”にJSWHと入力し、Continue をクリックしてください。�

２． “Last name”に会員番号（4桁）を入力してください。�

 （例：名誉会員の場合、M-XX, 特別会員の場合、T-XX、正会員の場合は数字のみXXXXとなります。）�

３． “Membership number or ID” に２と同様の会員番号（4桁）を入力してください。�

４． “Continue”をクリックしてください。�

 “Journal title”からWound Repair and Regenerationをクリックして閲覧してください。�

会員特別登録�

登録時以降のご利用�

Blackwell Publishing Asia�
 〒113-0033 東京都文京区本郷2-38-14 TKビル5F TEL: 03-5802-6781  FAX: 03-5802-6782�
 email: Tokyo@blackwellpublishingasia.com

http://www.blackwell-synergy.comをアドレス入力しHomeの画面を出し、Step1の個人登録で登録した

UsernameとPasswordを入力し、Loginをクリックしてください。名前が表示されましたら、My Synergy をクリ

ックし、次の画面で“Journal title”からWound Repair and Regenerationをクリックして閲覧ください。�

ご質問・お問い合わせは下記までご連絡ください。�

第3回 Sentinel Node 国際会議�

開催期間： 平成14年（2002年）11月16日（土）～18日（月）�
�
開催場所： パシフィコ横浜（神奈川県横浜市西区みなとみらい1-1-1 Tel:045-221-2155）�
�
主　　催： 会　長　北島　政樹（慶應義塾大学外科学教室）�
　　　　   副会長　John F. Thompson（University of Sydney, Australia）�
�
主　　題： Universal applications of sentinel node technology

演題締切： 所定の用紙にて 6月28日（金）　�
 ホームページから 7月 3日（水）（http://www2.convention.co.jp/isn/）�
使用言語： 英語�

第３回Sentinel Node国際会議 事務局      慶應義塾大学医学部外科教室　北川雄光　�
〒160-8582東京都新宿区信濃町35   TEL : 03-3353-1211 (ex.62269)　FAX: 03-3353-6440�
Email: snns@sc.itc.keio.ac.jp     http://www2.convention.co.jp/isn/

現在さまざまな領域で話題となっているSentinel node technologyが今後どのように展開するかをテ
ーマとし、各国の著名な研究者が一同に会して今回はじめて国際的学術団体が組織される予定です。�
欧米で進行中の大規模臨床試験の現況や各領域の専門家による技術の実際、新しい分野への応用
などが発表されます。�



日 本 創 傷 治 癒 学 会 ニ ュ ー ス �

１．会期： 平成14年12月5日（木）～6日（金）�
２．会場： ホテルニューオータニ博多（〒810-0004 福岡市中央区渡辺通1-1-2 ＴＥＬ：092-714-1111）�
３．演題募集締切： 平成14年8月10日（土）必着�

第32回日本創傷治癒学会   会長　田井良明 （久留米大学医学部形成外科教授）�

第32回日本創傷治癒学会を下記の通り、開催いたします。�
会員の皆様の多数ご参加をお願い申しあげます。�

〒830-0011 久留米市旭町67 久留米大学医学部形成外科学講座内�
第32回日本創傷治癒学会事務局  事務局長：清川兼輔（助教授）�
TEL:0942-31-7569（直通）  FAX:0942-34-0834  E-mail:prs@med.kurume-u.ac.jp

連絡先�

第32回日本創傷治癒学会のご案内（第3次）�

４．予定プログラム：�
特別講演： ＢＭＰの骨欠損修復への応用技術　高岡 邦夫教授（大阪市立大学整形外科）�
 再生医療の現状と展望　清水 慶彦教授（京都大学再生医科学研究所再生医学応用部門・臓器再建応用分野）�
�
ランチョンセミナー： 創傷治癒における抑制因子・サイトカインの役割（仮題）�
   徳永　昭　助教授　（日本医科大学第一外科）�
   主催：キッセイ薬品工業（株）�
  MWH (Moist Wound Healing) Concept ＆ Applications of Wound Dressings�
   Flemmining Wilhelmsen, M.D., M.F.P.M.�
   Medical Affairs Manager Wound Care Division ColoplastA/S�
   司会：落合武徳教授（千葉大学医学部第二外科）�
   主催：コロプラスト（株）�
�
イブニングセミナー： Ⅰ「『創傷治癒型』増殖因子ＦＧＦ–２による階層的血管新生誘導メカニズム」�
   米満 吉和先生（九州大学大学院医学研究院病態医学専攻病理学講座病理病態学領域）�
  Ⅱ「創傷治癒におけるbFGFの有用性と新しい臨床応用の可能性」�
   市岡　滋　助教授（埼玉医科大学形成外科）�
   司会：川上重彦教授（金沢医科大学形成外科）�
   主催：科研製薬（株）�
�
パネルディスカッション（公募・一部指定）： �
  Ⅰ：増殖因子の臨床への展望�
  Ⅱ：ＡＳＯ治療の現況（血行と難治性潰瘍への対策）�
�
主題演題（公募・一部指定）：�
  Ⅰ：Scarless wound healing（基礎・臨床）�
  Ⅱ：創傷治癒からみた消化管の吻合�
  Ⅲ：Stoma形成とそのCare�
  Ⅳ：ハイブリッド型の組織工学�
�
一般演題：創傷治癒全般に関する演題�
（創傷治癒、肥厚性瘢痕・ケロイド、再生医学、組織工学、臨床（症例）報告など）�


